
平
成
二
十
年
二
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

二

四

号

全
国
戦
災
犠
牲
者
の
平
和
慰
霊
碑
建
立
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

滝

実
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全
国
戦
災
犠
牲
者
の
平
和
慰
霊
碑
建
立
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
の
大
戦
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
三
一
〇
万
人
も
の
尊
い
国
民
の
命
が
失
わ
れ
、
こ
の
う
ち
空
襲
等
の
戦
災
に
よ
っ
て
五
十

万
人
余
の
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
戦
災
犠
牲
者
の
遺
族
で
構
成
す
る
全
国
戦
災
者
慰
霊
碑
建
立
の
会
が
平
成
三
年
に

総
務
庁
に
対
し
て
国
に
お
い
て
平
和
慰
霊
碑
を
建
立
す
る
よ
う
求
め
、
第
一
五
九
回
国
会
、
第
一
六
二
回
国
会
と
第
一
六
三
回

国
会
の
三
回
に
わ
た
り
全
国
戦
災
犠
牲
者
の
平
和
慰
霊
碑
建
立
に
関
す
る
請
願
を
衆
議
院
に
提
出
し
、
第
一
六
三
回
国
会
に
お

い
て
こ
の
請
願
が
採
択
さ
れ
た
。
し
か
し
広
島
の
原
爆
に
よ
る
犠
牲
者
を
上
回
る
犠
牲
者
を
出
し
た
東
京
大
空
襲
の
六
十
四
回

目
の
三
月
十
日
が
巡
っ
て
く
る
の
に
、
国
に
お
け
る
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
質
問
す
る
。

一

第
一
六
三
回
国
会
に
お
け
る
請
願
の
採
択
を
受
け
て
、
平
成
十
八
年
五
月
十
五
日
に
内
閣
（
所
管
省
庁
は
総
務
省
）
か
ら

衆
議
院
に
対
し
て
請
願
の
処
理
経
過
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
請
願
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で

全
国
戦
災
者
慰
霊
碑
建
立
の
会
は
平
成
十
九
年
に
二
回
に
わ
た
り
総
務
大
臣
に
対
し
て
衆
議
院
で
採
択
さ
れ
た
請
願
の
趣
旨

の
実
現
を
求
め
て
い
る
。
犠
牲
者
の
遺
族
が
高
齢
化
す
る
事
情
に
あ
り
、
関
係
者
は
一
日
も
は
や
く
国
に
お
い
て
全
国
戦
災

犠
牲
者
の
平
和
慰
霊
碑
の
建
立
を
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
に
、
政
府
は
ど
う
応
え
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。


